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令和８年度 

京都発脱炭素ライフスタイル推進に係る 

プロジェクト創出及び実証支援等業務委託 

募集要項について 

 

 

 

   ＜募集期間＞ 

令和８年２月２７日（金）～ 令和８年３月１３日（金） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 提出及び問合せ先 

京都市 環境政策局 地球温暖化対策室（担当：吉澤、山口） 

〒604-8571 京都市中京区寺町通御池上る上本能寺前町 488 番地 

TEL：０７５－２２２－４５５５ FAX：０７５－２１１－９２８６ 

※ 当該業務委託に係る予算案は、２月市会に提案中であり、予算審議の状況に

よっては、内容の変更又は契約の締結ができない場合があります。 
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１ 業務内容等                                     

（１） 委託業務の名称 

京都発脱炭素ライフスタイル推進に係るプロジェクト創出及び実証支援等業務 

（２） 委託期間 

契約の日から令和９年３月３１日（水）まで 

（３） 委託概要 

ア 委託内容 

  別紙の仕様書のとおり 

イ 委託料上限額 

  １０，８００千円（消費税及び地方消費税相当額を含む） 

 

２ 応募資格                                   

   本募集に応募する資格を有する者は、本募集要項に定める内容を十分に理解し、仕様書の内容に

ついて、責任をもって実現する意思があり、次に掲げる要件を全て満たすものとする。 
   （１）京都市競争入札参加有資格者名簿に登載されている者であること。又は、京都市競争入札等

取扱要綱第２条第１項各号に掲げる資格を有すると認められる者であること。 
（２）公募開始から選定結果の通知の日までの期間に、京都市競争入札等取扱要綱第２９条第１

項の規定に基づく競争入札参加停止の期間が含まれていないこと。 
（３）会社更生法（平成１４年法律第１５４号）に基づく更正手続開始の申立てをした者にあって

は更生計画の認可がなされていない者又は民事再生法（平成１１年法律第２２５号）に基づく

再生手続開始の申立てをした者にあっては再生計画の認可がなされていない者でないこと。 
（４）代表者、役員又はその使用人が刑法第９６条の６又は第１９８条に違反する容疑があった

として逮捕若しくは送検され、又は逮捕を経ないで公訴を提起された日から２年を経過しな

い者でないこと。 
（５）法人又はその代表者が私的独占の禁止及び公正取引の確保に関する法律第３条又は第８条

第１号に違反するとして、公正取引委員会又は関係機関に認定された日から２年を経過しな

いものでないこと。 
（６）京都市公契約基本条例第２条第１項３号に規定する京都市内の中小企業または京都市内に

主たる事務所を有する団体等であること。 
     （７）政治、宗教を目的とした団体でないこと。 
 
３ 応募手続等                                     

（１） 提出資料 

以下のア～クの資料を正本１部、副本４部の合計５部提出すること（見積書は正本１部を作成し、

企画書には写しを添付すること）。 

 ただし、オの資料については、各１部の提出で可とする。 

ア 企画提案書表紙（様式１） 

イ 見積書 

項目ごとに人件費、直接経費等を算出するなど、積算の内訳が把握できるようにすること。

企画提案書に記載する内容を踏まえて、本件業務に係る見積書とその内訳（様式不問）を１

通提出すること。見積金額は、１０，８００千円（消費税及び地方消費税相当額を含む。）を
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全体経費の上限価格とする。見積金額が上限価格を超えている場合は、失格とする。 

 ウ 類似業務実績一覧表（様式２） 

   同様の業務実績（国、地方公共団体、民間事業者問わず）について、類似業務実績一覧表を

作成すること。ただし、提出された実績が同種業務に該当するか疑義がある場合は、当該応募

者に確認の上、本市が判断する。 

エ 企画書 

次の事項を必ず記載すること。また、企画書には社名を入れないこと（様式不問）。 

（ｱ）本業務の実施体制等 

本業務の運営体制、統括管理者、主たる担当者、その他従事する担当者及びコーディネー

タ等の経験年数、保有する資格、主な実績等 

（ｲ）提案内容等 

企画提案書の作成に当たっては、別紙仕様書を踏まえた業務内容に加え、特に以下の項

目について提案内容を提出すること（原則としてＡ４横書きとし、枚数は問わない。図表

やポスターイメージ等について別サイズの用紙を用いることは可。）。 

・プロジェクト創出に向けた情報収集やビジネスモデル構築に向けた方法を具体的に示

すこと（仕様書２（１）プロジェクト創出支援）。 

・プロジェクトの効果測定を図るための方法（CO2 削減量の算定支援、参加市民、関係者

等の意識変化の検証等）について具体的に示すこと（仕様書２（２）プロジェクトの実

証支援）。 

・実証が終了するプロジェクトの実証内容及びプロジェクトに関連する製品やサービス

の展示について、展示内容や展示場所、より広く展示を広めるための工夫について、具

体的に示すこと（仕様書２（５）実証が終了するプロジェクトの成果の取りまとめと発

信）。 

オ 参加資格を証明する書類 （本市の競争入札参加有資格者でない者のみ） 

・ 登記簿謄本（履歴事項全部証明） ※１ 

・ 印鑑証明書 ※１ 

・ 納税証明書（国税等） ※１ 

・ 納税証明書（京都市税） ※１ 

・ 調査同意書（水道料金・下水道使用料） ※２ 

・ 京都市暴力団排除条例に係る誓約書（第１号様式） ※３ 

※１ 申請書日前３箇月以内に発行のもの、原本（写し不可） 

※１、２ 京都市入札情報館に詳細及び様式を掲載しているため、必ず参照すること。 

１ http://www2.city.kyoto.lg.jp/rizai/chodo/sanka/0704/sanka0704.htm 

２ http://www2.city.kyoto.lg.jp/html/rizai/chodo/sanka/sanka.htm 

※３ https://www.city.kyoto.lg.jp/bunshi/page/0000120713.html 

カ コンソーシアム協定書 

   複数の事業者による共同提案を行う場合は、当該事業者間におけるコンソーシアム協定書

を提出すること。その場合、代表者は「２応募資格」の（１）～（７）の要件を全て満たし、

構成員も（２）～（５）を満たすこと。 

キ SDGs に資する取組に関する資料 

SDGs に資する取組として、これからの 1000 年を紡ぐ企業認定や環境マネジメントシステム

http://www2.city.kyoto.lg.jp/rizai/chodo/sanka/0704/sanka0704.htm
http://www2.city.kyoto.lg.jp/html/rizai/chodo/sanka/sanka.htm
https://www.city.kyoto.lg.jp/bunshi/page/0000120713.html
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（ISO14001 や KES 等）の認証を受けている場合は、それを証する書類の写し。 

ク その他資料 

   その他、上記以外に必要な資料等がある場合は、提出すること。 

また、再委託を行う予定がある場合は、企画提案書に再委託先の名称及び業務の範囲を明記

すること。なお、再委託に関する契約上の詳細については、本募集要項５（３）イも参照する

こと。 

（２） 提出期限 

令和８年３月１３日（金）午後５時（郵送の場合は必着とする。） 
（３） 提出方法 

応募者は、郵送又は直接持参により提出すること。 
なお、郵送の場合は担当者に到着の確認を、直接持参する場合は事前に担当者に連絡すること。 
提出時間は、平日の午前９時から午後５時まで（正午から午後１時までを除く）。 

（４） 提出部数 

５部（見積書は正本１部を作成し、企画提案書には写しを添付すること。） 

（５） 提出先 

本募集要項の表紙に記載している「提出及び問合せ先」に提出すること。 

（６） 質問及び回答 

  本募集要項及び仕様書に関する質問は文書（様式自由）による方法とし、令和８年３月６日（金）

午後５時までに電子メールで提出し、メール送信後、電話で担当者に受信を確認すること。全ての

質問及び回答については、質問者を特定できる情報削除したうえで、京都市情報館において令和

８年３月１０日（火）までに公表する。 
なお、回答は本募集要項等と一体のものであり、同等の効果を有するものとする。 

 
電子メールアドレス：ge@city.kyoto.lg.jp 

ホームページ： http://www.city.kyoto.lg.jp/menu5/category/70-3-1-0-0-0-0-0-0-0.html 

京都市情報館の「市政情報」＞「入札・契約」＞「入札・公募型プロポーザル情

報」＞「環境政策局」のページに掲載 
 

４ プロポーザルの手続の概要                              

提案については、以下のとおり審査を行い、受託候補者を選定する。 

（１）受託候補者の選定方法 

「令和８年度京都発脱炭素ライフスタイル推進に係るプロジェクト創出及び実証支援等業務受

託候補者選定委員会」（以下「選定委員会」という。）において、当該業務の受託事業者として、最

も適した候補者（以下「受託候補者」という。）を選定する。 

詳細は、別紙「選定要項」のとおり 

（２）提案書に関するヒアリング 

     必要に応じて、企画提案書等の内容についてヒアリングを実施する。その場合、開催時間及び開

催場所等の詳細については、別途通知する。 

（３）評価項目及び評価基準 

選定委員会の委員は、以下の評価基準について採点を行い、選定委員会の委員が採点した評価点

の合計（合計点）が満点の６割を超え、かつ最も高い合計を得た応募者を受託候補者として選定す

mailto:ge@city.kyoto.lg.jp
http://www.city.kyoto.lg.jp/menu5/category/70-3-1-0-0-0-0-0-0-0.html
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る。 

詳細は、別紙「評価基準」のとおり 
評価項目 審査内容 配点 

① プロジェクト創出支援 

・プロジェクト創出に向けた事前調査の方法等が有効か

つ具体的であるか 

・関連する市民、事業者、NPO 等とのネットワーク力があ

るか 

２０ 

② プロジェクト実証支援 

・プロジェクトの効果測定（CO2 削減量の算定支援や  

参加市民、関係者等の意識変化の検証等）の方法が有効

かつ具体的であるか 

・社会実装に向けた企画運営等の支援が有効かつ具体的

であるか 

２０ 

③ 成果の発信 
・より多くの市民にホームページや SNS 等を閲覧しても

らうための工夫があるか 

 １０ 

④ コーディネータ、アド

バイザーの設置 
・コーディネータ、アドバイザーに専門性・実績等があ

り、設置が具体的であるか 

 １０ 

⑤ 実証が終了するプロジ

ェクトの成果の取りま

とめと発信 

・実証が終了するプロジェクトに関連する展示の内容や方

法、また実証終了後の規模拡大を横展開するためのノウハ

ウ整理、プロジェクトへの思いの発信などが、有効かつ具

体的であるか 

１５ 

⑥ 実施体制等 ・統括管理者や主たる業務担当者の実績や安定して業務

を遂行できる体制であるか 

１０ 

⑦ SDGs に資する取組 ・これからの 1000 年を紡ぐ企業認定や環境マネジメント

システム（ISO14001 や KES 等）の認証等 

 ５ 

⑧ 実績 ・同種業務の実績があるか  ５ 

⑨ 見積金額    ５ 

合計得点 １００ 
（４）選定結果の通知 

ア 応募者に対して、選定結果を書面で通知する。 
イ 応募者は、選定結果に疑義がある場合は、選定結果の通知が届いてから休日を除く５日以内に

書面により、説明を求めることができる。 
ウ 前記イの求めがあった場合は、書面を受領した日から休日を除く５日以内に、書面により回答

する。 
（５）選定結果等の公表 

   受託候補者の選定後に、選定の結果、参加者及び評価点その他の受託候補者を選定した理由が分

かる情報を京都市情報館のホームページにおいて公表する。 
（６）受託候補者との協議及び契約の締結 

受託候補者の企画提案書を基に、受託候補者と協議のうえで本市が契約書及び仕様書を作成し、

これに基づき受託候補者と契約を行う。 
ただし、次に掲げる事態が生じたときは、受託候補者の選定に係る審査において順位の高かった

者の順に協議を行い、受託候補者を再選定する。 
ア 前記「２応募資格」に掲げる資格を満たさない者の場合 
イ 協議が不調に終わった場合 
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ウ 提案書に虚偽の記載があると認められる場合 
エ 受託候補者が、提案書提出の日から契約締結日までの間に京都市競争入札取扱要綱第２９条

の規定による競争入札参加停止の処分を受けた場合 
オ 受託候補者の選定結果に影響を与えるような不誠実な行為を行った場合 
カ その他やむを得ない事情で契約に至らなかった場合 
 

５ 契約に関する基本的事項                            

（１）契約金額 

契約金額は、本プロポーザルにおける見積額に基づき、受託候補者と協議のうえ決定する。 

なお、当該協議において本市が本事業の実施目的に資すると判断した企画提案書に記載された仕

様書外の追加提案については、その全部又は一部に係る経費を契約金額に含むことがある。 

（２）契約内容 

契約内容は、本プロポーザルにおける仕様書、受託者から提案された企画提案書等の内容に基づ

き、本市と受託者とが協議のうえ決定する。本プロポーザルにおいて受託候補者自身が提案した内

容（仕様書内の提案内容）については、実現を確約したものとみなす。 
なお、上記⑴と同様、本市が本事業の実施目的に資すると判断した企画提案書に記載された仕様

書外の追加提案については、全部又は一部の項目を契約内容に含むことがあり、その場合には当該

項目についても同様とする。 
また、本業務により作成された成果物の権利は、京都市に帰属する。 

（３）特記事項 

ア 本プロポーザルにおいて受託者が提案した内容（仕様書内の提案内容）の実現に当たり、追加

費用及び別途費用が生じた場合は、全て受託者の負担とする。 

    なお、上記⑴及び⑵のなお書きのとおり仕様書外の追加提案の全部又は一部を含む契約を締結

する場合は、当該項目の実現に係る追加費用及び別途費用についても同様に取り扱う。 

イ 受託者は、本市の文書による承認を得なければ、契約に係る義務の履行を第三者に委託し（以

下「再委託」という。）、契約に係る権利を第三者に譲渡し、又は契約に係る義務を第三者に継承

させてはならない。また、再委託の内容が一括再委託に該当すると判断される場合には、本市は

再委託について承認しない。 

（４）費用の支払い 

ア 前払い金 

    契約金額の５割の範囲内で前払い金を支払えるものとし、受託者の請求に基づき、本市から受

託者へ支払う。 

イ 完了払い金 

    契約内容の業務の履行が完了したことを本市が確認したのち、受託者の請求に基づき、契約金

額から前払い金を除いた費用を本市から受託者へ支払う。 

（５）その他 

この要項に記載のない応募に関する事項及び契約に関する事項並びにこの要項の解釈に関する

事項については、別途、京都市 環境政策局 地球温暖化対策室が指示するところによるものとする。 
なお、令和８年度当該業務委託に係る予算案は、令和８年２月市会に提案中であり、予算審議の

状況によっては、内容の変更又は契約の締結ができない場合がある。 
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６ その他                                        

（１）応募書類等の提出をはじめ選定までにかかる全ての費用は応募者の負担とする。 
（２）応募書類等については、本業務の受託候補者決定のためにのみ使用し、他の目的には使用しない。 
（３）応募書類等は返却しない。また、提出後の変更、差替え及び再提出は認めない。 
（４）提出書類等に虚偽の記載をした場合は無効とする。 
（５）本業務において使用する言語は日本語とし、通貨単位は円とする。 
（６）本業務と関係が深い事業が新たに発生する場合は、本市から受託者に協議を要請することがある。 
 
７ スケジュール（予定）                             

内容 期日等 

募集の公告 令和８年２月２７日（金） 

質問受付期限 令和８年３月６日（金）午後５時まで 

質問回答 令和８年３月１０日（火）午後５時まで 

企画提案書等提出期日 令和８年３月１３日（金）午後５時まで 

書類審査 令和８年３月中下旬 

審査の結果通知 令和８年３月下旬 

業務委託契約 契約締結日 

履行期限 令和９年３月３１日（水） 

 

 



（参考）プロジェクト一覧
別紙

プロジェクト名Noプロジェクト名Noプロジェクト名No
スーパーの食品トレーをリユース
しよう

21実証実験によるデータ収集・分析
と発信

11使用済衣服の回収＆循環プロジェ
クト

1

ホテルを起点とした持って帰るゴ
ミ袋～観光ダストバッグ～

22断熱性能を体験できる場づくり12四条通をサステナブルのシンボル
へ

2

アースデイin京都での取組啓発23住宅の省エネ・再エネ分を取引で
きる仕組み

13里山や地域循環について知る機会
の創出

3

中古家電・家具２Rプラットフォー
ム

14レスキュー野菜の地域での販売4

京都脱炭素ツーリズムＨＵＢ15アートやデザインを活用したアッ
プサイクルの実施

5

環境配慮型農業の実践16菜食対応のメニューを提供する店
舗の見える化

6

地域での生ごみ堆肥の活用促進17環境負荷の見える化7

公園を活用したサーキュラーエコ
ノミープロジェクト

18Doプロジェクト8

アーバンファーム19つながりを感じられる住まいづく
り（京都の冬は寒くないプロジェ
クト）

9

地域での脱炭素コミュニティづく
り

20賃貸住宅紹介時の省エネ・再エネ
性能の見える化

10


